
　
県
議
会
で
は
、
定
例
会
ご
と
に
政
策

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
政
策
勉
強
会
は
、
日
本
文
理

大
学
学
長
の
橋
本
堅
次
郎
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
「
20
年
後
の
未
来
へ
向
け
て

大
分
県
の
『
知
の
総
和
』
を
考
え
る
〜

人
財
の
数
と
質
の
獲
得
に
向
け
て
〜
」

と
題
し
、
大
学
の
み
な
ら
ず
初
年
次
教

育
、
大
分
県
の
取
組
ま
で
俯
瞰
し
た
人

材
育
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大分県議会 検索

題字は、大分県立中津北高等学校３年

曽我 くららさんの作品です。

題字は、大分県立中津北高等学校３年

曽我 くららさんの作品です。
そ  がそ  が
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令和7年第1回定例会
「県議会タイム」リポーター　内川 なぎさ さん

議場をリニューアルしました

新しくなった議場に是非お越しください。
本会議中の傍聴受付はこちら→

…などデジタル化とユニバーサル化を推進し、誰もが利用しやすい環
境整備を図りました。

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

第
１
０
５
代

大
分
県
議
会
副
議
長

大
友 

栄
二

お
お   

と
も
　   

え
い  

　 

じ

　
こ
の
度
、
第
1
0
5
代
大
分
県
議
会
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
中
津
市
選
出
の
大

友
栄
二
で
す
。

　
副
議
長
と
し
て
の
重
責
を
担
い
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
県
は
、
想
定
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進

む
人
口
減
少
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
、
地

球
環
境
問
題
の
深
刻
化
と
自
然
災
害
の
脅
威

な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ

ら
へ
の
対
策
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
は
県
政
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
政
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク

や
、
県
政
の
課
題
解
決
に
向
け
た
政
策
提
言

な
ど
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
「
議

会
」
の
役
割
は
、
よ
り
重
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
公
正
・
円
滑
な
議
会
運
営
は
も
と
よ
り
、

議
員
提
案
条
例
の
制
定
や
政
策
提
言
等
に
よ

る
政
策
立
案
能
力
の
発
揮
、
ま
た
、
議
員
が

学
校
を
訪
問
し
て
議
会
の
仕
組
み
や
活
動
を

説
明
す
る
議
員
出
前
講
座
の
実
施
等
に
よ

り
、
議
会
へ
の
関
心
・
理
解
を
高
め
る
主
権

者
教
育
を
推
進
し
て
い
け
る
よ
う
、
議
長
の

補
佐
役
と
し
て
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔編集〕大分県議会事務局  大分市大手町3丁目1-1 TEL097-506-5035（ダイヤルイン） FAX097-506-1785

表紙の題字の作者

の所属する書道部の様子をご紹介します
中津北高等学校　曽我 くらら さん

　中津北書道部は1年生8名、2年生5名、3年生8名
の21名で新年度スタートしています。新入部員が増
える気配もあり現在期待している状況です。
　今年度も学校内外のイベントでパフォーマンスを
発表したり、県内外各種大会に積極的に参加したり
と、日々研鑽に努めていきます。

《
県
議
会
今
後
の
動
き
》

令
和
７
年

第
２
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

６
月
12
日（
木
）　
開
会

　
　
18
日（
水
）〜
20
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
本
会
議（一般
質
問
）

　
　
23
日（
月
）〜
24
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会

　
　
27
日（
金
）　
閉
会

　県議会タイムは過去の放送を含めYouTubeでご覧
いただけます。
　3月30日放送分は、今号表紙を務めていただいた
内川なぎささんが議場を見学している様子も配信し
ています。是非ご覧ください！

　県議会では、議会運営に関する事項などを協議する議会運営委員会を
設置しています。
　今回、同委員会が、大規模災害時においても本
会議の円滑な運営を図るため、他自治体の事例等
を参考に、調査・研究を行い、「大分県議会大規
模災害時本会議運営マニュアル」を策定。3月27
日に御手洗吉生議会運営委員長から嶋議長へ報告
を行いました。

日時：8月8日（金）13：30～15：30
対象：県内の小学5～6年生
　　 （要保護者同伴）
内容：議長室や議場等を見学し、
　　　議員との意見交換や議場で
　　　の意見発表を体験できます。
申込：県議会HPで6月23日（月）
　　　から参加申込を受付けます。
問い合わせ
　　：議会事務局政策調査課
　　　TEL：097-506-5036

◀左から　御手洗委員長、嶋議長、志村副委員長

大型モニターの設置
自動字幕装置
傍聴席のヘッドホンジャック整備と貸出ヘッドホンの配備

1
2
3

1
2

3

そ    が

｜ト｜ピ｜ッ｜ク｜ス｜

政
策
勉
強
会

大規模災害時本会議運営マニュアルの策定

夏休みこども議会見学開催のお知らせ

お申込み方法や
過去の開催状況
は二次元コード
からご覧いただけます

10県議会おおいた No.1381 県議会おおいた No.138



東九州新幹線
ＰＲロゴマーク

平成16年12月31日現在
58市町村（11市36町11村）

平成18年4月1日現在
18市町村（14市3町1村）
■合併新市

歓迎放水

問答問答

問答 問答

問答

市
町
村
合
併
か
ら
の
20
年
間
を
踏

ま
え
、
そ
の
効
果
や
課
題
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
知
事
に
伺

い
ま
す
。

問答

県
政
運
営
に
つ
い
て

東
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

災
害
時
の
中
間
支
援
組
織
に
つ
い
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
に
つ
い
て

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
地
方
創
生
の
実
現

に
つ
い
て
」
な
ど
９
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
今
後
の
県
政
運
営

に
つ
い
て
」
な
ど
10
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
行
財
政
改
革
に
つ

い
て
」
な
ど
９
項
目

※
安
心
・
元
気
・
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン

　
2
0
2
4
と
は

　
県
行
政
の
長
期
的
・
総
合
的
な
指
針
で
あ

り
、
県
民
と
行
政
が
目
標
を
共
有
し
、
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
む
内
容
を
示
し
た
も
の

※
災
害
中
間
支
援
組
織
と
は

　
災
害
時
に
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
等
と

連
携
し
、
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

や
調
整
、
応
援
要
請
の
窓
口
と
な
る
組
織
の

こ
と

３
月
5
日（
水
）

自
由
民
主
党

木
付
　
親
次 

議
員

き 

づ
き
　
　
し
ん 

じ

令
和
７
年
第
１
回 

定
例
会

本
会
議
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
か
ら
録
画
配
信

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

答
弁
は
47
分
40
秒
と
1
時
間
15
秒
〜

３
月
6
日（
木
）県

民
ク
ラ
ブ

原
田
　
孝
司 

議
員

は
ら 

だ
　
　 

た
か 

し

答
弁
は
58
分
05
秒
と
1
時
間
2
分
〜

公
明
党

澤
田
　
友
広 

議
員

さ
わ 

だ
　
　
と
も
ひ
ろ

答
弁
は
1
時
間
13
分
と
1
時
間
2
分
〜

代
表
質
問

　
2
月
25
日
か
ら
3
月
27
日
ま
で
の
31

日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
嶋
議
長
に
よ
る
諸
般
の
報

告
に
続
き
、
令
和
7
年
度
大
分
県
一
般

会
計
予
算
の
議
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、

佐
藤
知
事
が
提
案
理
由
を
説
明
し
ま
し

た
。

　
3
月
5
日
、
6
日
の
代
表
質
問
に
は

会
派
を
代
表
し
て
3
人
の
議
員
が
、
3

月
7
日
か
ら
11
日
ま
で
の
一
般
質
問
に

は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
県
政
の
課

題
に
対
し
、
執
行
部
と
活
発
な
議
論
を

行
い
ま
し
た
。
な
お
、
11
日
に
は
本
会

議
冒
頭
に
お
い
て
、
14
年
を
迎
え
た
東

日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
に
対
し
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
定
例
会
で
は
予
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
執
行
部
よ
り
提
案
さ

れ
た
令
和
7
年
度
予
算
に
つ
い
て
慎
重

に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
3
月
19
日
、
21
日
に
開
催
さ
れ
た
各

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案
60

件
、
委
員
会
提
出
議
案
5
件
、
請
願
1

件
に
つ
い
て
可
決
・
同
意
・
承
認
・
採

択
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

 

今
後
の
本
県
の
発
展
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
県
政
を
運
営
し
て
い

く
の
か
知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
※
安
心
・
元
気
・

未
来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
4
を

本
格
始
動
す
る
重
要
な
年
で
す
。

　
今
年
度
の
当
初
予
算
案
に
は
、
ビ

ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
目
指
す
姿
の
実
現
に

向
け
、
各
分
野
の
施
策
を
積
極
的
に
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　
安
心
分
野
で
は
、
防
災
対
策
の
強
化

や
温
暖
化
対
策
、
子
育
て
支
援
、
医

療
・
介
護
体
制
の
充
実
、
障
が
い
者
の

就
労
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
元
気
分
野
で
は
、
人
手
不
足
解
消
や

持
続
的
賃
上
げ
に
向
け
た
環
境
整
備
を

進
め
、
農
業
の
成
長
産
業
化
や
観
光
振

興
を
図
り
ま
す
。

　
未
来
創
造
分
野
で
は
、
質
の
高
い
教

育
環
境
の
整
備
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
、
若
者
の
移
住
・
定
住

促
進
や
D
X
化
を
進
め
、
大
分
県
版
地

方
創
生
を
推
進
し
ま
す
。

　
県
民
と
の
対
話
を
重
視
し
、
多
様
な

主
体
に
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
県
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

東
九
州
新
幹
線
の
実
現
に
向
け
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
知
事

に
伺
い
ま
す
。

東
九
州
新
幹
線
の
整
備
計
画
路
線

へ
の
格
上
げ
に
は
、
関
係
県
等
と

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
福
岡
県
、

北
九
州
市
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児

島
県
で
構
成
す
る
期
成
会
を
基
軸
に

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
国
へ
の
要
望
は
、
会
長
の
宮

崎
県
知
事
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
近
年
で
初
め
て
全
て
の

首
長
が
参
加
し
、
格
上
げ
へ
の
強
い
思

い
を
国
に
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
1
月
に
は
、
大
分
市
で

約
5
5
0
名
が
参
加
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
エ
リ
ア
全
体
の
機
運
を

高
め
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
P
R
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

使
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
横
断
幕
の
作
成
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
S
N
S
の
活
用
に
よ

り
、
県
内
外
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま

す
。

　
今
年
度
実
施
し
た
県
民
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
若
者
を
中
心
に
多
く
の
方

が
新
幹
線
整
備
に
期
待
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
思
い
に
応
え

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
国
へ
の
働
き
か

け
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

合
併
の
効
果
と
し
て
は
、
職
員
の

重
点
配
置
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
少
子
化
対
策
や
防
災
・
危
機
管

理
等
へ
の
対
応
に
対
し
、
き
め
細
や
か

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
併
せ
て
財
政
基
盤
が
強
化
さ
れ
、
安

定
し
た
財
政
運
営
を
維
持
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
人
口
減
少
が
想
定
以
上
に
進

ん
で
お
り
、
特
に
旧
町
村
部
で
の
対
応

が
課
題
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
町
村
長
と
も
課
題
を
共

有
し
、
10
年
後
の
姿
を
見
据
え
、
課
題

解
決
に
向
け
た
施
策
を
練
り
上
げ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
地
域
の
発
展
に
向
け
、
若
者
な
ど
の

担
い
手
確
保
や
交
流
拠
点
の
充
実
、
地

域
資
源
の
磨
き
上
げ
等
に
よ
り
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

国
際
航
空
路
線
の
誘
致
を
含
め
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
知
事
に
伺
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
よ
る
国
内
旅
行
需
要

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
は
重
要
。

　
そ
の
た
め
、
県
で
は
、
旅
行
動
向
に

詳
し
い
事
業
者
を
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
に

選
定
し
、
現
地
商
談
会
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
誘
客
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
本
県
の
外
国
人
平
均
宿
泊
数

は
1
・
0
泊
と
九
州
最
下
位
で
、
県
内

で
の
滞
在
日
数
を
増
や
す
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
。

　
本
県
は
交
通
手
段
が
充
実
し
て
い
る

福
岡
県
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
訪
れ

や
す
い
反
面
、
旅
行
客
が
短
い
滞
在
で

移
動
す
る
こ
と
が
宿
泊
数
が
伸
び
な
い

一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
国
際
線
誘
致
は
、
直
行
便
に
よ
っ
て

本
県
へ
の
移
動
時
間
が
短
縮
で
き
、
そ

の
分
を
県
内
で
の
滞
在
に
充
て
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
た
め
、
非
常
に
重
要
で

す
。

　
特
に
台
湾
に
つ
い
て
は
、
就
航
の
誘

致
活
動
に
力
を
入
れ
た
結
果
、
本
県
と

台
北
市
を
結
ぶ
直
行
便
を
初
め
て
開
設

す
る
こ
と
が
で
き
、
4
月
2
日
か
ら
就

航
が
開
始
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
広
く
県
内
を
周
遊
し
て
も

ら
う
た
め
、
各
地
域

の
観
光
情
報
や
モ
デ

ル
ル
ー
ト
を
掲
載
し

た
多
言
語
観
光
サ
イ

ト
な
ど
も
活
用
し
、

情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

防
災
対
策
に
重
要
な
※
中
間
支
援
組

織
の
立
ち
上
げ
支
援
を
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
っ
て
い
く
の
か
生
活

環
境
部
長
に
伺
い
ま
す
。

令
和
7
年
5
月
に
災
害
中
間
支
援

組
織
の
設
立
を
目
指
し
て
、
災
害

支
援
活
動
に
実
績
の
あ
る
N
P
O
法
人

を
中
心
に
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
九
州
各
県
や
全
国
で
活
動

す
る
災
害
中
間
支
援
組
織
を
交
え
た
事

例
研
究
や
情
報
交
換
の
場
を
設
け
る
と

と
も
に
、
N
P
O
等
が
被
災
者
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
研
修

会
を
実
施
予
定
。

　
ま
た
、
災
害
中
間
支
援
組
織
の
活
動

に
は
県
民
理
解
の
醸
成
も
不
可
欠
で

す
。
地
域
住
民
が
参
加
す
る
防
災
訓
練

に
組
織
も
加
わ
る
こ
と
で
、
災
害
中
間

支
援
組
織
の
必
要
性
や
役
割
の
理
解
促

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
多
様
な
主
体
と
の
協
働

共
助
を
進
め
な
が
ら
、
災
害
支
援
体
制

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
連
携
し
た
不
登
校
対

策
の
取
組
に
つ
い
て
知
事
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　
登
校
は
で
き
て
も
教
室
に
入
れ
な
い

児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
校
内
教
育
支

援
ル
ー
ム
を
48
の
中
学
校
に
設
置
し
、

登
校
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
教
室

復
帰
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。
来
年
度

は
新
た
に
小
学
校
に
も
登
校
支
援
員
を

配
置
し
ま
す
。

　
他
方
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
で
あ
れ

ば
通
う
こ
と
の
で
き
る
児
童
生
徒
も
い

る
た
め
、
そ
う
し
た
施
設
と
の
連
携
も

強
化
し
ま
す
。
特
に
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
は
利
用
料
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、

当
初
予
算
案
に
利
用
料
の
助
成
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ど
こ
に
も
通
え
ず
家
庭
で
過

ご
し
て
い
る
児
童
生
徒
に
は
訪
問
支
援

を
強
化
し
、
I
C
T
教
材
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
も
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
学
び
の
保
障
に
向
け
、
教
育
委
員
会

と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。
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平成16年12月31日現在
58市町村（11市36町11村）

平成18年4月1日現在
18市町村（14市3町1村）
■合併新市

歓迎放水

問答問答

問答 問答

問答

市
町
村
合
併
か
ら
の
20
年
間
を
踏

ま
え
、
そ
の
効
果
や
課
題
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
知
事
に
伺

い
ま
す
。

問答

県
政
運
営
に
つ
い
て

東
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

災
害
時
の
中
間
支
援
組
織
に
つ
い
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
に
つ
い
て

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
地
方
創
生
の
実
現

に
つ
い
て
」
な
ど
９
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
今
後
の
県
政
運
営

に
つ
い
て
」
な
ど
10
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
行
財
政
改
革
に
つ

い
て
」
な
ど
９
項
目

※
安
心
・
元
気
・
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン

　
2
0
2
4
と
は

　
県
行
政
の
長
期
的
・
総
合
的
な
指
針
で
あ

り
、
県
民
と
行
政
が
目
標
を
共
有
し
、
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
む
内
容
を
示
し
た
も
の

※
災
害
中
間
支
援
組
織
と
は

　
災
害
時
に
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
等
と

連
携
し
、
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

や
調
整
、
応
援
要
請
の
窓
口
と
な
る
組
織
の

こ
と

３
月
5
日（
水
）

自
由
民
主
党

木
付
　
親
次 

議
員

き 

づ
き
　
　
し
ん 

じ

令
和
７
年
第
１
回 

定
例
会

本
会
議
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
か
ら
録
画
配
信

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

答
弁
は
47
分
40
秒
と
1
時
間
15
秒
〜

３
月
6
日（
木
）県

民
ク
ラ
ブ

原
田
　
孝
司 

議
員

は
ら 

だ
　
　 

た
か 

し

答
弁
は
58
分
05
秒
と
1
時
間
2
分
〜

公
明
党

澤
田
　
友
広 

議
員

さ
わ 

だ
　
　
と
も
ひ
ろ

答
弁
は
1
時
間
13
分
と
1
時
間
2
分
〜

代
表
質
問

　
2
月
25
日
か
ら
3
月
27
日
ま
で
の
31

日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
嶋
議
長
に
よ
る
諸
般
の
報

告
に
続
き
、
令
和
7
年
度
大
分
県
一
般

会
計
予
算
の
議
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、

佐
藤
知
事
が
提
案
理
由
を
説
明
し
ま
し

た
。

　
3
月
5
日
、
6
日
の
代
表
質
問
に
は

会
派
を
代
表
し
て
3
人
の
議
員
が
、
3

月
7
日
か
ら
11
日
ま
で
の
一
般
質
問
に

は
12
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
県
政
の
課

題
に
対
し
、
執
行
部
と
活
発
な
議
論
を

行
い
ま
し
た
。
な
お
、
11
日
に
は
本
会

議
冒
頭
に
お
い
て
、
14
年
を
迎
え
た
東

日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
に
対
し
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
定
例
会
で
は
予
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
執
行
部
よ
り
提
案
さ

れ
た
令
和
7
年
度
予
算
に
つ
い
て
慎
重

に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
3
月
19
日
、
21
日
に
開
催
さ
れ
た
各

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案
60

件
、
委
員
会
提
出
議
案
5
件
、
請
願
1

件
に
つ
い
て
可
決
・
同
意
・
承
認
・
採

択
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

 

今
後
の
本
県
の
発
展
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
県
政
を
運
営
し
て
い

く
の
か
知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

令
和
7
年
度
は
※
安
心
・
元
気
・

未
来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
4
を

本
格
始
動
す
る
重
要
な
年
で
す
。

　
今
年
度
の
当
初
予
算
案
に
は
、
ビ

ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
目
指
す
姿
の
実
現
に

向
け
、
各
分
野
の
施
策
を
積
極
的
に
盛

り
込
み
ま
し
た
。

　
安
心
分
野
で
は
、
防
災
対
策
の
強
化

や
温
暖
化
対
策
、
子
育
て
支
援
、
医

療
・
介
護
体
制
の
充
実
、
障
が
い
者
の

就
労
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
元
気
分
野
で
は
、
人
手
不
足
解
消
や

持
続
的
賃
上
げ
に
向
け
た
環
境
整
備
を

進
め
、
農
業
の
成
長
産
業
化
や
観
光
振

興
を
図
り
ま
す
。

　
未
来
創
造
分
野
で
は
、
質
の
高
い
教

育
環
境
の
整
備
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
、
若
者
の
移
住
・
定
住

促
進
や
D
X
化
を
進
め
、
大
分
県
版
地

方
創
生
を
推
進
し
ま
す
。

　
県
民
と
の
対
話
を
重
視
し
、
多
様
な

主
体
に
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
県
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

東
九
州
新
幹
線
の
実
現
に
向
け
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
知
事

に
伺
い
ま
す
。

東
九
州
新
幹
線
の
整
備
計
画
路
線

へ
の
格
上
げ
に
は
、
関
係
県
等
と

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
福
岡
県
、

北
九
州
市
、
大
分
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児

島
県
で
構
成
す
る
期
成
会
を
基
軸
に

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
国
へ
の
要
望
は
、
会
長
の
宮

崎
県
知
事
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
近
年
で
初
め
て
全
て
の

首
長
が
参
加
し
、
格
上
げ
へ
の
強
い
思

い
を
国
に
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
1
月
に
は
、
大
分
市
で

約
5
5
0
名
が
参
加
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
エ
リ
ア
全
体
の
機
運
を

高
め
ま
し
た
。

　
来
年
度
は
、
P
R
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

使
っ
た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
横
断
幕
の
作
成
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
S
N
S
の
活
用
に
よ

り
、
県
内
外
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま

す
。

　
今
年
度
実
施
し
た
県
民
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
若
者
を
中
心
に
多
く
の
方

が
新
幹
線
整
備
に
期
待
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
思
い
に
応
え

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
国
へ
の
働
き
か

け
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

合
併
の
効
果
と
し
て
は
、
職
員
の

重
点
配
置
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
少
子
化
対
策
や
防
災
・
危
機
管

理
等
へ
の
対
応
に
対
し
、
き
め
細
や
か

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
併
せ
て
財
政
基
盤
が
強
化
さ
れ
、
安

定
し
た
財
政
運
営
を
維
持
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
人
口
減
少
が
想
定
以
上
に
進

ん
で
お
り
、
特
に
旧
町
村
部
で
の
対
応

が
課
題
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
町
村
長
と
も
課
題
を
共

有
し
、
10
年
後
の
姿
を
見
据
え
、
課
題

解
決
に
向
け
た
施
策
を
練
り
上
げ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
地
域
の
発
展
に
向
け
、
若
者
な
ど
の

担
い
手
確
保
や
交
流
拠
点
の
充
実
、
地

域
資
源
の
磨
き
上
げ
等
に
よ
り
、
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

国
際
航
空
路
線
の
誘
致
を
含
め
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
知
事
に
伺
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
よ
る
国
内
旅
行
需
要

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
は
重
要
。

　
そ
の
た
め
、
県
で
は
、
旅
行
動
向
に

詳
し
い
事
業
者
を
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
に

選
定
し
、
現
地
商
談
会
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
誘
客
を
強
化
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
本
県
の
外
国
人
平
均
宿
泊
数

は
1
・
0
泊
と
九
州
最
下
位
で
、
県
内

で
の
滞
在
日
数
を
増
や
す
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
。

　
本
県
は
交
通
手
段
が
充
実
し
て
い
る

福
岡
県
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
訪
れ

や
す
い
反
面
、
旅
行
客
が
短
い
滞
在
で

移
動
す
る
こ
と
が
宿
泊
数
が
伸
び
な
い

一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
国
際
線
誘
致
は
、
直
行
便
に
よ
っ
て

本
県
へ
の
移
動
時
間
が
短
縮
で
き
、
そ

の
分
を
県
内
で
の
滞
在
に
充
て
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
た
め
、
非
常
に
重
要
で

す
。

　
特
に
台
湾
に
つ
い
て
は
、
就
航
の
誘

致
活
動
に
力
を
入
れ
た
結
果
、
本
県
と

台
北
市
を
結
ぶ
直
行
便
を
初
め
て
開
設

す
る
こ
と
が
で
き
、
4
月
2
日
か
ら
就

航
が
開
始
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
広
く
県
内
を
周
遊
し
て
も

ら
う
た
め
、
各
地
域

の
観
光
情
報
や
モ
デ

ル
ル
ー
ト
を
掲
載
し

た
多
言
語
観
光
サ
イ

ト
な
ど
も
活
用
し
、

情
報
発
信
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

防
災
対
策
に
重
要
な
※
中
間
支
援
組

織
の
立
ち
上
げ
支
援
を
ど
の
よ
う
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
っ
て
い
く
の
か
生
活

環
境
部
長
に
伺
い
ま
す
。

令
和
7
年
5
月
に
災
害
中
間
支
援

組
織
の
設
立
を
目
指
し
て
、
災
害

支
援
活
動
に
実
績
の
あ
る
N
P
O
法
人

を
中
心
に
体
制
の
構
築
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
今
後
は
、
九
州
各
県
や
全
国
で
活
動

す
る
災
害
中
間
支
援
組
織
を
交
え
た
事

例
研
究
や
情
報
交
換
の
場
を
設
け
る
と

と
も
に
、
N
P
O
等
が
被
災
者
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
研
修

会
を
実
施
予
定
。

　
ま
た
、
災
害
中
間
支
援
組
織
の
活
動

に
は
県
民
理
解
の
醸
成
も
不
可
欠
で

す
。
地
域
住
民
が
参
加
す
る
防
災
訓
練

に
組
織
も
加
わ
る
こ
と
で
、
災
害
中
間

支
援
組
織
の
必
要
性
や
役
割
の
理
解
促

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
多
様
な
主
体
と
の
協
働

共
助
を
進
め
な
が
ら
、
災
害
支
援
体
制

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
連
携
し
た
不
登
校
対

策
の
取
組
に
つ
い
て
知
事
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
き

め
細
か
な
支
援
が
必
要
で
す
。

　
登
校
は
で
き
て
も
教
室
に
入
れ
な
い

児
童
生
徒
に
対
し
て
は
、
校
内
教
育
支

援
ル
ー
ム
を
48
の
中
学
校
に
設
置
し
、

登
校
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
教
室

復
帰
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。
来
年
度

は
新
た
に
小
学
校
に
も
登
校
支
援
員
を

配
置
し
ま
す
。

　
他
方
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
で
あ
れ

ば
通
う
こ
と
の
で
き
る
児
童
生
徒
も
い

る
た
め
、
そ
う
し
た
施
設
と
の
連
携
も

強
化
し
ま
す
。
特
に
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
は
利
用
料
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、

当
初
予
算
案
に
利
用
料
の
助
成
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ど
こ
に
も
通
え
ず
家
庭
で
過

ご
し
て
い
る
児
童
生
徒
に
は
訪
問
支
援

を
強
化
し
、
I
C
T
教
材
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
も
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
、
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
学
び
の
保
障
に
向
け
、
教
育
委
員
会

と
と
も
に
取
り
組
み
ま
す
。
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闇バイトから友達を救え！
メッセージ動画＆静止画コンテスト

動画部門グランプリ作品

国営大蘇ダム

動画はこちら▲

問答

問答

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

契
機
と
し
た
障
が
い
者
と
の

共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

問答 国
営
大
蘇
ダ
ム
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
農
業
政
策
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

※
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は

　
国
際
的
な
「
き
こ
え
な
い
、
き
こ
え
に
く

い
人
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

　
今
大
会
は
１
０
０
周
年
の
記
念
大
会
で
あ

り
、
日
本
で
の
開
催
は
初

私
学
振
興
に
つ
い
て

問答 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
地
方
創
生
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
」
な
ど
４
項
目

教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

問答

問答

地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

夜
間
中
学
の
開
校
準
備
に
つ
い
て

問 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
防
災
対
策
の
強
化

に
つ
い
て
」
な
ど
６
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
県
産
加
工
食
品
の
海

外
展
開
の
促
進
に
つ
い
て
」な
ど
５
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
土
木
建
築
行
政
に
お

け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
」な
ど
３
項
目

特
殊
詐
欺
及
び
闇
バ
イ
ト
対
策
に
つ
い
て

答

３
月
7
日（
金
）

３
月
10
日（
月
）

県
民
ク
ラ
ブ

二
ノ
宮
健
治 

議
員

に  

の 

み
や
け
ん 

じ左
の
質
問
は
45
分
50
秒
〜

自
由
民
主
党

宮
成
公
一
郎 

議
員

み
や
な
り
こ
う
い
ち
ろ
う

左
の
質
問
は
33
分
40
秒
〜

自
由
民
主
党

井
上
　
明
夫 
議
員

い
の
う
え
　  

あ
き  

お左
の
質
問
は
16
分
40
秒
〜

自
由
民
主
党

太
田
　
正
美 

議
員

お
お 

た
　
　 

ま
さ  

み左
の
質
問
は
40
分
50
秒
〜

自
由
民
主
党

中
野
　
哲
朗 

議
員

な
か 

の
　
　 

て
つ
ろ
う左

の
質
問
は
17
分
50
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

吉
村
　
尚
久 

議
員

よ
し
む
ら
　
　
な
お
ひ
さ

左
の
質
問
は
47
分
00
秒
〜

公
明
党

𠮷
村
　
哲
彦 

議
員

よ
し
む
ら
　  

あ
き
ひ
こ左

の
質
問
は
16
分
00
秒
〜

※
＃
７
１
１
９
と
は

「
す
ぐ
に
病
院
に
行
っ
た
方
が
よ
い
か
」
や

「
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
」
悩
ん
だ
り
、
た

め
ら
う
時
に
電
話
で
相
談
で
き
る
仕
組
み

一
般
質
問

東
京
2
0
2
5
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
県
の
取
組
を
含
め
、
障

が
い
者
と
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
福

祉
保
健
部
長
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
※
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
を
契
機
に
、
聴
覚
障
害
者
協
会

と
連
携
し
た
東
京
大
会
の
知
名
度
向
上

の
ほ
か
、
陸
上
競
技
等
で
使
用
す
る
光

ス
タ
ー
ト
装
置
の
設
置
な
ど
、
聴
覚
障

が
い
者
の
競
技
環
境
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
6
月
に
祝
祭
の
広
場
で
開
催
さ

れ
る
デ
フ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
国
際

大
会
で
は
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
や

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予
定
。
こ
う
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
障
が
い
者
へ
の

県
民
理
解
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
聴
覚
障
が
い
者
と
の
意
思
疎

通
の
支
援
と
し
て
、
簡
単
な
手
話
動
画

の
配
信
や
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
身
近
な
施

設
で
利
用
す
る
指
差
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
普
及
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
支

え
合
え
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。私

学
振
興
に
向
け
た
支
援
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
知

事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
私
立
学
校
が
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
よ
う
、

3
つ
の
観
点
か
ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
一
つ
は
、
特
色
あ
る
教
育
の
充
実
と

経
営
基
盤
の
確
保
。
各
学
校
の
特
徴
を

活
か
し
た
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

経
営
基
盤
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

前
年
度
を
上
回
る
規
模
の
助
成
を
行
う

予
定
。

　
二
つ
は
、
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け

た
環
境
の
整
備
。
I
C
T
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
学
校
が
行
う
機
器

整
備
に
対
す
る
県
独
自
の
支
援
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
来
年
度
は
、
私
立
高
校
で
多

く
の
不
登
校
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
る

実
情
を
踏
ま
え
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
配
置
等
に
要
す
る
予
算
額
も
増
額

し
ま
す
。

　
三
つ
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
。
一
人
一
台
端
末
の
購
入
費
用
に

対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
国
の
授
業
料
全

額
無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
世
帯
に

対
し
、
引
き
続
き
県
独
自
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

県
内
に
お
け
る
現
状
を
含
め
、
特

殊
詐
欺
及
び
闇
バ
イ
ト
対
策
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
警
察
本

部
長
に
伺
い
ま
す
。

昨
年
、
県
内
で
の
特
殊
詐
欺
や

S
N
S
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

の
被
害
額
は
計
23
億
円
に
上
る
な
ど
、

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
闇
バ
イ
ト
で
集
め

ら
れ
た
者
た
ち
が
、
特
殊
詐
欺
や
強
盗

な
ど
の
実
行
犯
と
な
っ
て
い
る
状
況
も

認
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
県
警
察
で

は
、
具
体
的
な
犯
行
手
口
や
注
意
事
項

等
に
つ
い
て
の
広
報
啓
発
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
主
に
若
年
層
に
対
し
、
動

画
コ
ン
テ
ス
ト
を
活
用
し
て
、
注
意
喚

起
を
図
る
な
ど
犯
罪
に
加
担
さ
せ
な
い

取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
す
で
に

闇
バ
イ
ト
に
応
募
し
た
者
に
対
し
て
は
、

警
察
へ
の
相
談
を
呼
び
か
け
、
脅
迫
さ

れ
て
い
る
場
合
は
保
護
対
策
等
に
よ
り

対
応
し
て
い
ま
す
。

大
蘇
ダ
ム
用
水
を
活
用
し
た
大
野

川
上
流
地
域
の
農
業
振
興
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
の
か

知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

大
野
川
上
流
地
域
に
農
業
用
水
を

供
給
す
る
大
蘇
ダ
ム
で
は
用
水
の

浸
透
が
続
い
て
お
り
、
一
刻
も
早
く
生

産
者
が
安
心
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
国
は
令
和
4
年
度
か
ら
浸
透
調
査
を

行
い
、
地
元
負
担
を
求
め
ず
に
浸
透
抑

制
対
策
を
追
加
実
施
す
る
こ
と
、
直
轄

管
理
事
業
の
導
入
に
向
け
協
議
を
進
め

る
と
判
断
し
た
こ
と
の
2
点
に
つ
い
て

先
日
、
国
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
国
の
方
針
は
、
農
業
用
水
の

安
定
供
給
が
期
待
で
き
、
地
元
の
管
理

経
費
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
大
野
川
上
流
地
域
で
は
、
営
農
環
境

の
整
備
が
進
み
、
近
年
、
若
い
生
産
者

を
主
体
と
し
た
産
地
拡
大
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ほ
場
の

大
区
画
化
や
畑
地
か

ん
が
い
施
設
の
整
備

な
ど
農
地
の
高
機
能

化
に
も
取
り
組
み
、

ダ
ム
用
水
を
活
用
し

た
大
規
模
園
芸
産
地

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

教
育
D
X
の
推
進
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
教
育
長
に

伺
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
子
ど

も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
、
教
育

D
X
推
進
プ
ラ
ン
2
0
2
5
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
基
本
方
針
に
は
「
子
ど
も
た
ち
の
情

報
活
用
能
力
の
向
上
」
「
教
員
の

I
C
T
指
導
力
の
向
上
」
「
教
育
の
情

報
基
盤
の
整
備
」
「
教
育
の
情
報
化
に

向
け
た
体
制
整
備
」
の
4
つ
を
掲
げ
、

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
中
で
も
、
県
立
高
校
の
一
人
一
台
端

末
は
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
の

経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
学
び
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
公
費
に
よ
る
更
新
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
に
新
設
す
る
教
育
D
X

推
進
課
で
は
、
外
部
人
材
も
活
用
し
な

が
ら
、
先
進
的
な
教
育
や
職
場
環
境
改

善
を
推
進
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
遠
隔
教
育
の
拡
充
や
教
育

デ
ー
タ
の
利
活
用
も
図
り
な
が
ら
、
全

国
に
誇
れ
る
教
育
県
大
分
の
創
造
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
知
事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
質
の
高
い

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
在
宅
医
療
で
は
、
今
年
度
か
ら
医

療
・
介
護
従
事
者
に
よ
る
連
携
会
議
を

別
府
市
と
佐
伯
市
で
実
施
し
、
連
携
強

化
を
図
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
他
市
町

村
に
も
横
展
開
し
、
在
宅
医
療
を
支
え

る
体
制
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

　
高
齢
化
に
伴
い
需
要
が
さ
ら
に
増
加

す
る
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
※
＃
７

１
１
９
を
7
月
か
ら
全
県
域
で
導
入
し
、

必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る

体
制
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
従
事
者
の
確
保
や
職
場

環
境
改
善
等
に
も
取
り
組
む
ほ
か
、
医

療
現
場
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
医
療

D
X
の
普
及
拡
大
に
も
取
り
組
み
、
医

療
の
質
向
上
と
業
務
効
率
化
の
両
立
を

支
援
し
ま
す
。

夜
間
中
学
の
開
校
に
向
け
た
準
備

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

夜
間
中
学
で
の
学
び
直
し
を
希
望

す
る
方
々
の
多
様
な
背
景
に
対
応

す
る
た
め
、
学
習
内
容
や
修
業
年
限
等

を
柔
軟
に
設
定
し
、
入
学
生
が
満
足
で

き
る
学
び
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
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動画はこちら▲

問答

問答

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

契
機
と
し
た
障
が
い
者
と
の

共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

問答 国
営
大
蘇
ダ
ム
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
農
業
政
策
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

※
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は

　
国
際
的
な
「
き
こ
え
な
い
、
き
こ
え
に
く

い
人
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

　
今
大
会
は
１
０
０
周
年
の
記
念
大
会
で
あ

り
、
日
本
で
の
開
催
は
初

私
学
振
興
に
つ
い
て

問答 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
地
方
創
生
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
」
な
ど
４
項
目

教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

問答

問答

地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

夜
間
中
学
の
開
校
準
備
に
つ
い
て

問 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
防
災
対
策
の
強
化

に
つ
い
て
」
な
ど
６
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
県
産
加
工
食
品
の
海

外
展
開
の
促
進
に
つ
い
て
」な
ど
５
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
土
木
建
築
行
政
に
お

け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
」な
ど
３
項
目

特
殊
詐
欺
及
び
闇
バ
イ
ト
対
策
に
つ
い
て

答

３
月
7
日（
金
）

３
月
10
日（
月
）

県
民
ク
ラ
ブ

二
ノ
宮
健
治 

議
員

に  

の 

み
や
け
ん 

じ左
の
質
問
は
45
分
50
秒
〜

自
由
民
主
党

宮
成
公
一
郎 

議
員

み
や
な
り
こ
う
い
ち
ろ
う

左
の
質
問
は
33
分
40
秒
〜

自
由
民
主
党

井
上
　
明
夫 

議
員

い
の
う
え
　  

あ
き  

お左
の
質
問
は
16
分
40
秒
〜

自
由
民
主
党

太
田
　
正
美 
議
員

お
お 

た
　
　 
ま
さ  

み左
の
質
問
は
40
分
50
秒
〜

自
由
民
主
党

中
野
　
哲
朗 

議
員

な
か 

の
　
　 

て
つ
ろ
う左

の
質
問
は
17
分
50
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

吉
村
　
尚
久 

議
員

よ
し
む
ら
　
　
な
お
ひ
さ

左
の
質
問
は
47
分
00
秒
〜

公
明
党

𠮷
村
　
哲
彦 

議
員

よ
し
む
ら
　  

あ
き
ひ
こ左

の
質
問
は
16
分
00
秒
〜

※
＃
７
１
１
９
と
は

「
す
ぐ
に
病
院
に
行
っ
た
方
が
よ
い
か
」
や

「
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
」
悩
ん
だ
り
、
た

め
ら
う
時
に
電
話
で
相
談
で
き
る
仕
組
み

一
般
質
問

東
京
2
0
2
5
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
県
の
取
組
を
含
め
、
障

が
い
者
と
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
福

祉
保
健
部
長
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
※
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
を
契
機
に
、
聴
覚
障
害
者
協
会

と
連
携
し
た
東
京
大
会
の
知
名
度
向
上

の
ほ
か
、
陸
上
競
技
等
で
使
用
す
る
光

ス
タ
ー
ト
装
置
の
設
置
な
ど
、
聴
覚
障

が
い
者
の
競
技
環
境
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
6
月
に
祝
祭
の
広
場
で
開
催
さ

れ
る
デ
フ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
国
際

大
会
で
は
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
や

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予
定
。
こ
う
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
障
が
い
者
へ
の

県
民
理
解
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
聴
覚
障
が
い
者
と
の
意
思
疎

通
の
支
援
と
し
て
、
簡
単
な
手
話
動
画

の
配
信
や
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
身
近
な
施

設
で
利
用
す
る
指
差
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
普
及
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
支

え
合
え
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。私

学
振
興
に
向
け
た
支
援
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
知

事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
私
立
学
校
が
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
よ
う
、

3
つ
の
観
点
か
ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
一
つ
は
、
特
色
あ
る
教
育
の
充
実
と

経
営
基
盤
の
確
保
。
各
学
校
の
特
徴
を

活
か
し
た
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

経
営
基
盤
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

前
年
度
を
上
回
る
規
模
の
助
成
を
行
う

予
定
。

　
二
つ
は
、
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け

た
環
境
の
整
備
。
I
C
T
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
学
校
が
行
う
機
器

整
備
に
対
す
る
県
独
自
の
支
援
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
来
年
度
は
、
私
立
高
校
で
多

く
の
不
登
校
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
る

実
情
を
踏
ま
え
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
配
置
等
に
要
す
る
予
算
額
も
増
額

し
ま
す
。

　
三
つ
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
。
一
人
一
台
端
末
の
購
入
費
用
に

対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
国
の
授
業
料
全

額
無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
世
帯
に

対
し
、
引
き
続
き
県
独
自
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

県
内
に
お
け
る
現
状
を
含
め
、
特

殊
詐
欺
及
び
闇
バ
イ
ト
対
策
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
警
察
本

部
長
に
伺
い
ま
す
。

昨
年
、
県
内
で
の
特
殊
詐
欺
や

S
N
S
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

の
被
害
額
は
計
23
億
円
に
上
る
な
ど
、

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
闇
バ
イ
ト
で
集
め

ら
れ
た
者
た
ち
が
、
特
殊
詐
欺
や
強
盗

な
ど
の
実
行
犯
と
な
っ
て
い
る
状
況
も

認
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
県
警
察
で

は
、
具
体
的
な
犯
行
手
口
や
注
意
事
項

等
に
つ
い
て
の
広
報
啓
発
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
主
に
若
年
層
に
対
し
、
動

画
コ
ン
テ
ス
ト
を
活
用
し
て
、
注
意
喚

起
を
図
る
な
ど
犯
罪
に
加
担
さ
せ
な
い

取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
す
で
に

闇
バ
イ
ト
に
応
募
し
た
者
に
対
し
て
は
、

警
察
へ
の
相
談
を
呼
び
か
け
、
脅
迫
さ

れ
て
い
る
場
合
は
保
護
対
策
等
に
よ
り

対
応
し
て
い
ま
す
。

大
蘇
ダ
ム
用
水
を
活
用
し
た
大
野

川
上
流
地
域
の
農
業
振
興
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
の
か

知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

大
野
川
上
流
地
域
に
農
業
用
水
を

供
給
す
る
大
蘇
ダ
ム
で
は
用
水
の

浸
透
が
続
い
て
お
り
、
一
刻
も
早
く
生

産
者
が
安
心
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
国
は
令
和
4
年
度
か
ら
浸
透
調
査
を

行
い
、
地
元
負
担
を
求
め
ず
に
浸
透
抑

制
対
策
を
追
加
実
施
す
る
こ
と
、
直
轄

管
理
事
業
の
導
入
に
向
け
協
議
を
進
め

る
と
判
断
し
た
こ
と
の
2
点
に
つ
い
て

先
日
、
国
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
国
の
方
針
は
、
農
業
用
水
の

安
定
供
給
が
期
待
で
き
、
地
元
の
管
理

経
費
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
大
野
川
上
流
地
域
で
は
、
営
農
環
境

の
整
備
が
進
み
、
近
年
、
若
い
生
産
者

を
主
体
と
し
た
産
地
拡
大
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ほ
場
の

大
区
画
化
や
畑
地
か

ん
が
い
施
設
の
整
備

な
ど
農
地
の
高
機
能

化
に
も
取
り
組
み
、

ダ
ム
用
水
を
活
用
し

た
大
規
模
園
芸
産
地

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

教
育
D
X
の
推
進
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
教
育
長
に

伺
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
子
ど

も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
、
教
育

D
X
推
進
プ
ラ
ン
2
0
2
5
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
基
本
方
針
に
は
「
子
ど
も
た
ち
の
情

報
活
用
能
力
の
向
上
」
「
教
員
の

I
C
T
指
導
力
の
向
上
」
「
教
育
の
情

報
基
盤
の
整
備
」
「
教
育
の
情
報
化
に

向
け
た
体
制
整
備
」
の
4
つ
を
掲
げ
、

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
中
で
も
、
県
立
高
校
の
一
人
一
台
端

末
は
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
の

経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
学
び
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
公
費
に
よ
る
更
新
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
に
新
設
す
る
教
育
D
X

推
進
課
で
は
、
外
部
人
材
も
活
用
し
な

が
ら
、
先
進
的
な
教
育
や
職
場
環
境
改

善
を
推
進
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
遠
隔
教
育
の
拡
充
や
教
育

デ
ー
タ
の
利
活
用
も
図
り
な
が
ら
、
全

国
に
誇
れ
る
教
育
県
大
分
の
創
造
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
知
事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
質
の
高
い

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
在
宅
医
療
で
は
、
今
年
度
か
ら
医

療
・
介
護
従
事
者
に
よ
る
連
携
会
議
を

別
府
市
と
佐
伯
市
で
実
施
し
、
連
携
強

化
を
図
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
他
市
町

村
に
も
横
展
開
し
、
在
宅
医
療
を
支
え

る
体
制
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

　
高
齢
化
に
伴
い
需
要
が
さ
ら
に
増
加

す
る
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
※
＃
７

１
１
９
を
7
月
か
ら
全
県
域
で
導
入
し
、

必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る

体
制
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
従
事
者
の
確
保
や
職
場

環
境
改
善
等
に
も
取
り
組
む
ほ
か
、
医

療
現
場
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
医
療

D
X
の
普
及
拡
大
に
も
取
り
組
み
、
医

療
の
質
向
上
と
業
務
効
率
化
の
両
立
を

支
援
し
ま
す
。

夜
間
中
学
の
開
校
に
向
け
た
準
備

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

夜
間
中
学
で
の
学
び
直
し
を
希
望

す
る
方
々
の
多
様
な
背
景
に
対
応

す
る
た
め
、
学
習
内
容
や
修
業
年
限
等

を
柔
軟
に
設
定
し
、
入
学
生
が
満
足
で

き
る
学
び
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
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大分第一ホーバードライブ提供

問答問答

問

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
災
害
時
要
配
慮
者

の
避
難
に
つ
い
て
」
な
ど
７
項
目

四
国
と
大
分
を
結
ぶ

豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構
想
に
つ
い
て

根
拠
に
基
づ
く
政
策
形
成
に
つ
い
て

問答 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
子
育
て
家
庭
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て
」
な
ど
４
項
目

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
同
和
行
政
な
ど
に

お
け
る
公
正
公
平
な
行
政
に
つ
い
て
」

な
ど
5
項
目

狭
あ
い
道
路
の
解
消
に
つ
い
て

答

問答 ホ
ー
バ
ー
に
つ
い
て

可
決
・
同
意
・
承
認
さ
れ
た
議
案
等

（
知
事
提
出
）

可
決
さ
れ
た
議
案
（
委
員
会
提
出
）

One
Village
One
Product
Movement
一村一品運動

質
問
は
こ
の
ほ
か

「
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
に
つ
い
て
」

な
ど
６
項
目

○
予
算
（
27
件
）

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
一
般
会
計
予
算

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
公
債
管
理
特
別
会

計
予
算
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
条
例
関
係
（
12
件
）

▽
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
つ
い
て

▽
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
人
事
関
係
（
３
件
）

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▽
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の
任
命
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
そ
の
他
（
17
件
）

▽
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽
第
３
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
大

分
県
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

〇
報
告
（
１
件
）

▽
損
害
賠
償
に
関
す
る
和
解
に
つ
い
て

〇
条
例
（
１
件
）

▽
大
分
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

〇
規
則
（
３
件
）

▽
大
分
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

〇
そ
の
他
（
１
件
）

▽
地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
の
規
定
に
よ

る
県
議
会
の
権
限
中
軽
易
な
る
事
項
の

指
定
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

猿
渡
　
久
子 

議
員

え
ん 

ど
　
　 

ひ
さ 

こ左
の
質
問
は
15
分
50
秒
〜

自
由
民
主
党

麻
生
　
栄
作 

議
員

 

あ 

そ
う
　
　
え
い
さ
く左

の
質
問
は
1
分
10
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

福
崎
　
智
幸 

議
員

ふ
く
ざ
き
　
　と
も
ゆ
き左

の
質
問
は
2
分
00
秒
〜

自
由
民
主
党

穴
見
　
憲
昭 

議
員

あ
な 

み
　
　 

の
り
あ
き左

の
質
問
は
36
分
10
秒
〜

３
月
11
日（
火
）

質
問
は
こ
の
ほ
か「
産
業
政
策
に
つ
い
て
」

な
ど
４
項
目

※
狭
あ
い
道
路
と
は

（
法
律
上
の
定
義
は
な
い
が
）
幅
員
４
ｍ
未

満
の
道
路
の
こ
と

　
通
行
し
づ
ら
く
、
災
害
時
に
消
防
や
救
急

活
動
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る

質
問
は
こ
の
ほ
か「
土
木
建
築
行
政
に
つ

い
て
」な
ど
５
項
目

※
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

　
暴
行
・
脅
迫
・
暴
言
・
不
当
な
要
求
と

い
っ
た
顧
客
等
に
よ
る
著
し
い
迷
惑
行
為

日
本
維
新
の
会

三
浦
　
由
紀 

議
員

  

み 

う
ら
　
　よ
し
の
り左

の
質
問
は
16
分
35
秒
〜

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
開
校
前
に
、
県
内
7
か

所
で
説
明
会
や
個
別
面
談
を
行
い
、
入

学
希
望
者
の
学
習
状
況
等
に
応
じ
た
複

数
コ
ー
ス
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
夜
間
中
学
校
設
置
基
本

方
針
で
は
、
修
業
年
限
を
原
則
3
年
、

最
長
6
年
間
ま
で
在
籍
可
能
と
し
、
一

人
ひ
と
り
の
学
び
の
ペ
ー
ス
も
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
遠
方
に
居
住
し
て
お
り
、
通

学
困
難
な
方
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
の
開
設
も
視
野
に
入
れ
て
、
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
早
期
に
開
校
支
援
委
員
会
を
設
置
し
、

教
育
目
標
や
運
営
体
制
等
を
検
討
す
る

予
定
。
令
和
8
年
4
月
の
開
校
に
向
け
、

着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

経
費
も
期
間
も
か
か
る
豊
予
海
峡

ル
ー
ト
構
想
を
断
念
す
る
考
え
は

な
い
の
か
知
事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
昨
年
度
、
豊
予
海
峡

ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
交
通
政
策
等

の
有
識
者
に
よ
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、

議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
は
、

県
政
の
課
題
で
あ
る
、
中
小
企
業
対
策

や
観
光
振
興
、
防
災
・
減
災
等
の
解
決

に
効
果
が
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　
知
事
就
任
以
来
、
広
域
交
通
の
推
進

予
算
を
拡
充
し
、
総
額
は
約
3
千
万
円

で
す
。
こ
の
予
算
は
、
整
備
効
果
等
を

ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
の
ほ
か
、
地
質
や

断
層
の
文
献
調
査
に
充
て
て
い
ま
す
。

　
経
費
や
期
間
の
問
題
は
、
国
等
に
対

し
て
説
得
力
の
あ
る
要
望
を
行
う
た
め

に
必
要
で
あ
り
、
来
年
度
も
引
き
続
き
、

技
術
的
課
題
の
調
査
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
た
め
、
地
方
へ
の
財
政
負
担
の
軽
減

を
国
に
働
き
か
け
つ
つ
、
関
係
県
等
と

連
携
し
、
推
進
を
図
り
ま
す
。

市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
※
狭
あ
い

道
路
の
解
消
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
土
木
建
築
部
長
に
伺
い

ま
す
。

県
内
に
は
、
多
く
の
狭
あ
い
道
路

が
存
在
し
、
災
害
発
生
時
に
は
緊

急
車
両
が
侵
入
で
き
ず
消
火
活
動
や
救

急
活
動
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
県
や
市
町
で
は
、
道
路
な

ど
の
公
共
施
設
と
宅
地
を
一
体
的
に
整

備
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
中
で
、

狭
あ
い
道
路
の
解
消
も
図
っ
て
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
国
の
都
市
防
災
総
合
推
進
事

業
や
狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進
事
業
を

活
用
し
、
道
路
の
拡
幅
整
備
や
舗
装
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
3
月
に
、
国
が

策
定
し
た
狭
あ
い
道
路
の
解
消
に
向
け

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
県
か
ら
市
町
村
に

周
知
し
て
お
り
、
今
後
改
め
て
説
明
会

を
開
催
し
、
理
解
を
深
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
今
後
も
狭
あ
い
道
路
の
解
消
に
向

け
た
取
組
を
市
町
村
と
連
携
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

地
上
移
動
よ
り
遅
い
、
当
て
に
な

ら
な
い
、
怖
い
、
と
い
う
状
況
と

考
え
る
が
、
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
就
航

を
断
念
す
る
考
え
は
な
い
の
か
交
通
政
策

局
長
に
伺
い
ま
す
。

本
来
の
予
定
で
は
、
す
で
に
定
期

就
航
が
実
現
し
て
い
る
は
ず
で
し

た
が
、
損
傷
事
故
を
は
じ
め
、
操
縦
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
難
し
さ
な
ど
課
題
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
い
ま
だ
就
航
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
事
業
と
し
て
は
前
進
し
て

お
り
、
昨
年
11
月
末
に
は
、
週
末
限
定

で
別
府
湾
周
遊
を
開
始
、
現
在
運
航
事

業
者
が
、
操
縦
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
係

る
人
材
の
育
成
強
化
等
に
日
々
励
ん
で

い
ま
す
。
県
か
ら
の
赤
字
補
填
は
行
い

ま
せ
ん
が
、
事
業
者
の
定
期
就
航
へ
の

意
欲
は
依
然
と
し
て
高
く
、
着
実
に
定

期
就
航
ま
で
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
が
就
航
す
れ
ば
、

空
港
駐
車
場
の
混
雑
緩
和
や
、
災
害
で

陸
路
が
寸
断
さ
れ
た
際
の
輸
送
艇
な
ど
、

様
々
な
効
果
や
可
能
性
が
期
待
で
き
ま

す
。

　
現
時
点
で
、
就
航
を
断
念
す
る
議
論

は
念
頭
に
な
く
、
む
し
ろ
課
題
を
一
つ

ず
つ
ク
リ
ア
し
、
こ
れ
ま
で
の
投
資
に

見
合
っ
た
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
が
県
民
に
対
す
る

責
務
と
考
え
ま
す
。

本
県
に
お
け
る
政
策
形
成
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
や
情
報
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
知
事
に
伺

い
ま
す
。

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案

に
つ
い
て
は
、
昨
今
エ
ビ
デ
ン

ス
・
ベ
ー
ス
ト
・
ポ
リ
シ
ー
・
メ
イ
キ

ン
グ
（
E
B
P
M
）
と
い
う
言
葉
で
表

さ
れ
、
政
策
の
有
効
性
を
高
め
る
も
の

と
し
て
、
国
や
自
治
体
で
取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
県
で
も
重
要
な
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

各
種
政
策
に
反
映
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

例
え
ば
、
第
3
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
人
口
動
態
デ
ー
タ
を
分
析
し
「
若

者
・
女
性
の
呼
び
込
み
と
定
着
」
を
重

点
課
題
の
一
つ
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
客
の
消
費
動
向
等
を
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
観
光
客
の
多
く
が
日

帰
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
夜
間
観

光
を
テ
ー
マ
と
し
た
動
画
配
信
等
に
力

を
入
れ
、
観
光
消
費
額
の
増
加
に
繋
が

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
各
種
デ
ー
タ
の
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
デ
ー
タ
だ
け
で
は
把
握
し

づ
ら
い
県
民
の
皆
さ
ん
の
声
も
大
切
に

し
、
政
策
・
施
策
を
立
案
し
て
い
き
ま

す
。

労
働
者
の
安
全
と
良
好
な
労
働
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
※
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
知
事
に
伺
い
ま
す
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
増

加
が
社
会
問
題
と
な
る
中
、
県
は

労
働
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
事
業

者
に
相
談
体
制
の
整
備
を
呼
び
か
け
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
主
で
も
あ
る
大
分
県
庁

と
し
て
も
、
今
年
1
月
に
「
大
分
県
職

員
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
対
策
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
消
費
者
に
対
し
て
は
、
地
域

で
開
催
す
る
出
前
講
座
で
の
呼
び
か
け

や
広
報
紙
、
S
N
S
等
に
よ
る
啓
発
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
防
止
す
る
た
め
、
事
業
主
に
対
し

雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
義
務
づ
け

る
法
改
正
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
県
と

し
て
も
、
今
後
、
法
令
の
規
定
に
基
づ

き
、
県
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

　
な
お
、
3
月
中
に
改
定
予
定
の
第
4

次
大
分
県
人
権
尊
重
施
策
基
本
方
針
で

も
、
新
た
に
「
働
く
人
の
人
権
問
題
」

の
項
目
を
設
け
、
相
談
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
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問答

問答

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

契
機
と
し
た
障
が
い
者
と
の

共
生
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

問答 国
営
大
蘇
ダ
ム
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
農
業
政
策
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

※
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は

　
国
際
的
な
「
き
こ
え
な
い
、
き
こ
え
に
く

い
人
の
た
め
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

　
今
大
会
は
１
０
０
周
年
の
記
念
大
会
で
あ

り
、
日
本
で
の
開
催
は
初

私
学
振
興
に
つ
い
て

問答 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
地
方
創
生
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
」
な
ど
４
項
目

教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

問答

問答

地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

夜
間
中
学
の
開
校
準
備
に
つ
い
て

問 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
防
災
対
策
の
強
化

に
つ
い
て
」
な
ど
６
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
県
産
加
工
食
品
の
海

外
展
開
の
促
進
に
つ
い
て
」な
ど
５
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
土
木
建
築
行
政
に
お

け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
」な
ど
３
項
目

特
殊
詐
欺
及
び
闇
バ
イ
ト
対
策
に
つ
い
て

答

３
月
7
日（
金
）

３
月
10
日（
月
）

県
民
ク
ラ
ブ

二
ノ
宮
健
治 

議
員

に  

の 

み
や
け
ん 

じ左
の
質
問
は
45
分
50
秒
〜

自
由
民
主
党

宮
成
公
一
郎 

議
員

み
や
な
り
こ
う
い
ち
ろ
う

左
の
質
問
は
33
分
40
秒
〜

自
由
民
主
党

井
上
　
明
夫 
議
員

い
の
う
え
　  

あ
き  

お左
の
質
問
は
16
分
40
秒
〜

自
由
民
主
党

太
田
　
正
美 

議
員

お
お 

た
　
　 

ま
さ  

み左
の
質
問
は
40
分
50
秒
〜

自
由
民
主
党

中
野
　
哲
朗 

議
員

な
か 

の
　
　 

て
つ
ろ
う左

の
質
問
は
17
分
50
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

吉
村
　
尚
久 

議
員

よ
し
む
ら
　
　
な
お
ひ
さ

左
の
質
問
は
47
分
00
秒
〜

公
明
党

𠮷
村
　
哲
彦 

議
員

よ
し
む
ら
　  

あ
き
ひ
こ左

の
質
問
は
16
分
00
秒
〜

※
＃
７
１
１
９
と
は

「
す
ぐ
に
病
院
に
行
っ
た
方
が
よ
い
か
」
や

「
救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
」
悩
ん
だ
り
、
た

め
ら
う
時
に
電
話
で
相
談
で
き
る
仕
組
み

一
般
質
問

東
京
2
0
2
5
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
県
の
取
組
を
含
め
、
障

が
い
者
と
の
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
組
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
福

祉
保
健
部
長
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
※
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
を
契
機
に
、
聴
覚
障
害
者
協
会

と
連
携
し
た
東
京
大
会
の
知
名
度
向
上

の
ほ
か
、
陸
上
競
技
等
で
使
用
す
る
光

ス
タ
ー
ト
装
置
の
設
置
な
ど
、
聴
覚
障

が
い
者
の
競
技
環
境
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
6
月
に
祝
祭
の
広
場
で
開
催
さ

れ
る
デ
フ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
国
際

大
会
で
は
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
や

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
予
定
。
こ
う
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
障
が
い
者
へ
の

県
民
理
解
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
聴
覚
障
が
い
者
と
の
意
思
疎

通
の
支
援
と
し
て
、
簡
単
な
手
話
動
画

の
配
信
や
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
身
近
な
施

設
で
利
用
す
る
指
差
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
普
及
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
支

え
合
え
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。私

学
振
興
に
向
け
た
支
援
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
知

事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
私
立
学
校
が
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
よ
う
、

3
つ
の
観
点
か
ら
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
一
つ
は
、
特
色
あ
る
教
育
の
充
実
と

経
営
基
盤
の
確
保
。
各
学
校
の
特
徴
を

活
か
し
た
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

経
営
基
盤
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

前
年
度
を
上
回
る
規
模
の
助
成
を
行
う

予
定
。

　
二
つ
は
、
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け

た
環
境
の
整
備
。
I
C
T
教
育
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
、
学
校
が
行
う
機
器

整
備
に
対
す
る
県
独
自
の
支
援
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
来
年
度
は
、
私
立
高
校
で
多

く
の
不
登
校
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
る

実
情
を
踏
ま
え
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
配
置
等
に
要
す
る
予
算
額
も
増
額

し
ま
す
。

　
三
つ
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
。
一
人
一
台
端
末
の
購
入
費
用
に

対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
国
の
授
業
料
全

額
無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
世
帯
に

対
し
、
引
き
続
き
県
独
自
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

県
内
に
お
け
る
現
状
を
含
め
、
特

殊
詐
欺
及
び
闇
バ
イ
ト
対
策
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
警
察
本

部
長
に
伺
い
ま
す
。

昨
年
、
県
内
で
の
特
殊
詐
欺
や

S
N
S
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺

の
被
害
額
は
計
23
億
円
に
上
る
な
ど
、

大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
闇
バ
イ
ト
で
集
め

ら
れ
た
者
た
ち
が
、
特
殊
詐
欺
や
強
盗

な
ど
の
実
行
犯
と
な
っ
て
い
る
状
況
も

認
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
県
警
察
で

は
、
具
体
的
な
犯
行
手
口
や
注
意
事
項

等
に
つ
い
て
の
広
報
啓
発
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
主
に
若
年
層
に
対
し
、
動

画
コ
ン
テ
ス
ト
を
活
用
し
て
、
注
意
喚

起
を
図
る
な
ど
犯
罪
に
加
担
さ
せ
な
い

取
組
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
す
で
に

闇
バ
イ
ト
に
応
募
し
た
者
に
対
し
て
は
、

警
察
へ
の
相
談
を
呼
び
か
け
、
脅
迫
さ

れ
て
い
る
場
合
は
保
護
対
策
等
に
よ
り

対
応
し
て
い
ま
す
。

大
蘇
ダ
ム
用
水
を
活
用
し
た
大
野

川
上
流
地
域
の
農
業
振
興
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
く
の
か

知
事
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

大
野
川
上
流
地
域
に
農
業
用
水
を

供
給
す
る
大
蘇
ダ
ム
で
は
用
水
の

浸
透
が
続
い
て
お
り
、
一
刻
も
早
く
生

産
者
が
安
心
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
国
は
令
和
4
年
度
か
ら
浸
透
調
査
を

行
い
、
地
元
負
担
を
求
め
ず
に
浸
透
抑

制
対
策
を
追
加
実
施
す
る
こ
と
、
直
轄

管
理
事
業
の
導
入
に
向
け
協
議
を
進
め

る
と
判
断
し
た
こ
と
の
2
点
に
つ
い
て

先
日
、
国
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
国
の
方
針
は
、
農
業
用
水
の

安
定
供
給
が
期
待
で
き
、
地
元
の
管
理

経
費
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
大
野
川
上
流
地
域
で
は
、
営
農
環
境

の
整
備
が
進
み
、
近
年
、
若
い
生
産
者

を
主
体
と
し
た
産
地
拡
大
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
は
、
ほ
場
の

大
区
画
化
や
畑
地
か

ん
が
い
施
設
の
整
備

な
ど
農
地
の
高
機
能

化
に
も
取
り
組
み
、

ダ
ム
用
水
を
活
用
し

た
大
規
模
園
芸
産
地

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

教
育
D
X
の
推
進
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
教
育
長
に

伺
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
子
ど

も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
、
教
育

D
X
推
進
プ
ラ
ン
2
0
2
5
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
基
本
方
針
に
は
「
子
ど
も
た
ち
の
情

報
活
用
能
力
の
向
上
」
「
教
員
の

I
C
T
指
導
力
の
向
上
」
「
教
育
の
情

報
基
盤
の
整
備
」
「
教
育
の
情
報
化
に

向
け
た
体
制
整
備
」
の
4
つ
を
掲
げ
、

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
中
で
も
、
県
立
高
校
の
一
人
一
台
端

末
は
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
の

経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
学
び
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
公
費
に
よ
る
更
新
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
に
新
設
す
る
教
育
D
X

推
進
課
で
は
、
外
部
人
材
も
活
用
し
な

が
ら
、
先
進
的
な
教
育
や
職
場
環
境
改

善
を
推
進
し
ま
す
。

　
今
後
も
、
遠
隔
教
育
の
拡
充
や
教
育

デ
ー
タ
の
利
活
用
も
図
り
な
が
ら
、
全

国
に
誇
れ
る
教
育
県
大
分
の
創
造
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
知
事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
多
様
化
す
る
医
療
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
質
の
高
い

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
在
宅
医
療
で
は
、
今
年
度
か
ら
医

療
・
介
護
従
事
者
に
よ
る
連
携
会
議
を

別
府
市
と
佐
伯
市
で
実
施
し
、
連
携
強

化
を
図
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
他
市
町

村
に
も
横
展
開
し
、
在
宅
医
療
を
支
え

る
体
制
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
。

　
高
齢
化
に
伴
い
需
要
が
さ
ら
に
増
加

す
る
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
※
＃
７

１
１
９
を
7
月
か
ら
全
県
域
で
導
入
し
、

必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
る

体
制
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
従
事
者
の
確
保
や
職
場

環
境
改
善
等
に
も
取
り
組
む
ほ
か
、
医

療
現
場
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
医
療

D
X
の
普
及
拡
大
に
も
取
り
組
み
、
医

療
の
質
向
上
と
業
務
効
率
化
の
両
立
を

支
援
し
ま
す
。

夜
間
中
学
の
開
校
に
向
け
た
準
備

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

夜
間
中
学
で
の
学
び
直
し
を
希
望

す
る
方
々
の
多
様
な
背
景
に
対
応

す
る
た
め
、
学
習
内
容
や
修
業
年
限
等

を
柔
軟
に
設
定
し
、
入
学
生
が
満
足
で

き
る
学
び
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
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問答問答

問

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
災
害
時
要
配
慮
者

の
避
難
に
つ
い
て
」
な
ど
７
項
目

四
国
と
大
分
を
結
ぶ

豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構
想
に
つ
い
て

根
拠
に
基
づ
く
政
策
形
成
に
つ
い
て

問答 質
問
は
こ
の
ほ
か
「
子
育
て
家
庭
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て
」
な
ど
４
項
目

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
同
和
行
政
な
ど
に

お
け
る
公
正
公
平
な
行
政
に
つ
い
て
」

な
ど
5
項
目

狭
あ
い
道
路
の
解
消
に
つ
い
て

答

問答 ホ
ー
バ
ー
に
つ
い
て

可
決
・
同
意
・
承
認
さ
れ
た
議
案
等

（
知
事
提
出
）

可
決
さ
れ
た
議
案
（
委
員
会
提
出
）

One
Village
One
Product
Movement
一村一品運動

質
問
は
こ
の
ほ
か

「
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｐ
に
つ
い
て
」

な
ど
６
項
目

○
予
算
（
27
件
）

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
一
般
会
計
予
算

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
公
債
管
理
特
別
会

計
予
算
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
条
例
関
係
（
12
件
）

▽
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
つ
い
て

▽
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
人
事
関
係
（
３
件
）

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▽
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
の
任
命
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

○
そ
の
他
（
17
件
）

▽
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

▽
第
３
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
大

分
県
総
合
戦
略
の
策
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

〇
報
告
（
１
件
）

▽
損
害
賠
償
に
関
す
る
和
解
に
つ
い
て

〇
条
例
（
１
件
）

▽
大
分
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

〇
規
則
（
３
件
）

▽
大
分
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

〇
そ
の
他
（
１
件
）

▽
地
方
自
治
法
第
百
八
十
条
の
規
定
に
よ

る
県
議
会
の
権
限
中
軽
易
な
る
事
項
の

指
定
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

猿
渡
　
久
子 

議
員

え
ん 

ど
　
　 

ひ
さ 

こ左
の
質
問
は
15
分
50
秒
〜

自
由
民
主
党

麻
生
　
栄
作 

議
員

 

あ 

そ
う
　
　
え
い
さ
く左

の
質
問
は
1
分
10
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

福
崎
　
智
幸 

議
員

ふ
く
ざ
き
　
　と
も
ゆ
き左

の
質
問
は
2
分
00
秒
〜

自
由
民
主
党

穴
見
　
憲
昭 

議
員

あ
な 

み
　
　 

の
り
あ
き左

の
質
問
は
36
分
10
秒
〜

３
月
11
日（
火
）

質
問
は
こ
の
ほ
か「
産
業
政
策
に
つ
い
て
」

な
ど
４
項
目

※
狭
あ
い
道
路
と
は

（
法
律
上
の
定
義
は
な
い
が
）
幅
員
４
ｍ
未

満
の
道
路
の
こ
と

　
通
行
し
づ
ら
く
、
災
害
時
に
消
防
や
救
急

活
動
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る

質
問
は
こ
の
ほ
か「
土
木
建
築
行
政
に
つ

い
て
」な
ど
５
項
目

※
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は

　
暴
行
・
脅
迫
・
暴
言
・
不
当
な
要
求
と

い
っ
た
顧
客
等
に
よ
る
著
し
い
迷
惑
行
為

日
本
維
新
の
会

三
浦
　
由
紀 

議
員

  

み 

う
ら
　
　よ
し
の
り左

の
質
問
は
16
分
35
秒
〜

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
開
校
前
に
、
県
内
7
か

所
で
説
明
会
や
個
別
面
談
を
行
い
、
入

学
希
望
者
の
学
習
状
況
等
に
応
じ
た
複

数
コ
ー
ス
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
夜
間
中
学
校
設
置
基
本

方
針
で
は
、
修
業
年
限
を
原
則
3
年
、

最
長
6
年
間
ま
で
在
籍
可
能
と
し
、
一

人
ひ
と
り
の
学
び
の
ペ
ー
ス
も
大
切
に

し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
遠
方
に
居
住
し
て
お
り
、
通

学
困
難
な
方
の
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
の
開
設
も
視
野
に
入
れ
て
、
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
早
期
に
開
校
支
援
委
員
会
を
設
置
し
、

教
育
目
標
や
運
営
体
制
等
を
検
討
す
る

予
定
。
令
和
8
年
4
月
の
開
校
に
向
け
、

着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

経
費
も
期
間
も
か
か
る
豊
予
海
峡

ル
ー
ト
構
想
を
断
念
す
る
考
え
は

な
い
の
か
知
事
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
昨
年
度
、
豊
予
海
峡

ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
交
通
政
策
等

の
有
識
者
に
よ
る
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、

議
論
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
は
、

県
政
の
課
題
で
あ
る
、
中
小
企
業
対
策

や
観
光
振
興
、
防
災
・
減
災
等
の
解
決

に
効
果
が
あ
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　
知
事
就
任
以
来
、
広
域
交
通
の
推
進

予
算
を
拡
充
し
、
総
額
は
約
3
千
万
円

で
す
。
こ
の
予
算
は
、
整
備
効
果
等
を

ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
の
ほ
か
、
地
質
や

断
層
の
文
献
調
査
に
充
て
て
い
ま
す
。

　
経
費
や
期
間
の
問
題
は
、
国
等
に
対

し
て
説
得
力
の
あ
る
要
望
を
行
う
た
め

に
必
要
で
あ
り
、
来
年
度
も
引
き
続
き
、

技
術
的
課
題
の
調
査
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
事
業
は
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
た
め
、
地
方
へ
の
財
政
負
担
の
軽
減

を
国
に
働
き
か
け
つ
つ
、
関
係
県
等
と

連
携
し
、
推
進
を
図
り
ま
す
。

市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
※
狭
あ
い

道
路
の
解
消
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
土
木
建
築
部
長
に
伺
い

ま
す
。

県
内
に
は
、
多
く
の
狭
あ
い
道
路

が
存
在
し
、
災
害
発
生
時
に
は
緊

急
車
両
が
侵
入
で
き
ず
消
火
活
動
や
救

急
活
動
の
遅
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
県
や
市
町
で
は
、
道
路
な

ど
の
公
共
施
設
と
宅
地
を
一
体
的
に
整

備
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の
中
で
、

狭
あ
い
道
路
の
解
消
も
図
っ
て
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
国
の
都
市
防
災
総
合
推
進
事

業
や
狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進
事
業
を

活
用
し
、
道
路
の
拡
幅
整
備
や
舗
装
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
3
月
に
、
国
が

策
定
し
た
狭
あ
い
道
路
の
解
消
に
向
け

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
県
か
ら
市
町
村
に

周
知
し
て
お
り
、
今
後
改
め
て
説
明
会

を
開
催
し
、
理
解
を
深
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
今
後
も
狭
あ
い
道
路
の
解
消
に
向

け
た
取
組
を
市
町
村
と
連
携
し
て
進
め

て
い
き
ま
す
。

地
上
移
動
よ
り
遅
い
、
当
て
に
な

ら
な
い
、
怖
い
、
と
い
う
状
況
と

考
え
る
が
、
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
就
航

を
断
念
す
る
考
え
は
な
い
の
か
交
通
政
策

局
長
に
伺
い
ま
す
。

本
来
の
予
定
で
は
、
す
で
に
定
期

就
航
が
実
現
し
て
い
る
は
ず
で
し

た
が
、
損
傷
事
故
を
は
じ
め
、
操
縦
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
難
し
さ
な
ど
課
題
が

生
じ
た
こ
と
か
ら
、
い
ま
だ
就
航
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
事
業
と
し
て
は
前
進
し
て

お
り
、
昨
年
11
月
末
に
は
、
週
末
限
定

で
別
府
湾
周
遊
を
開
始
、
現
在
運
航
事

業
者
が
、
操
縦
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
係

る
人
材
の
育
成
強
化
等
に
日
々
励
ん
で

い
ま
す
。
県
か
ら
の
赤
字
補
填
は
行
い

ま
せ
ん
が
、
事
業
者
の
定
期
就
航
へ
の

意
欲
は
依
然
と
し
て
高
く
、
着
実
に
定

期
就
航
ま
で
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
が
就
航
す
れ
ば
、

空
港
駐
車
場
の
混
雑
緩
和
や
、
災
害
で

陸
路
が
寸
断
さ
れ
た
際
の
輸
送
艇
な
ど
、

様
々
な
効
果
や
可
能
性
が
期
待
で
き
ま

す
。

　
現
時
点
で
、
就
航
を
断
念
す
る
議
論

は
念
頭
に
な
く
、
む
し
ろ
課
題
を
一
つ

ず
つ
ク
リ
ア
し
、
こ
れ
ま
で
の
投
資
に

見
合
っ
た
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
が
県
民
に
対
す
る

責
務
と
考
え
ま
す
。

本
県
に
お
け
る
政
策
形
成
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
や
情
報
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
知
事
に
伺

い
ま
す
。

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案

に
つ
い
て
は
、
昨
今
エ
ビ
デ
ン

ス
・
ベ
ー
ス
ト
・
ポ
リ
シ
ー
・
メ
イ
キ

ン
グ
（
E
B
P
M
）
と
い
う
言
葉
で
表

さ
れ
、
政
策
の
有
効
性
を
高
め
る
も
の

と
し
て
、
国
や
自
治
体
で
取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　
県
で
も
重
要
な
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

各
種
政
策
に
反
映
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

例
え
ば
、
第
3
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
人
口
動
態
デ
ー
タ
を
分
析
し
「
若

者
・
女
性
の
呼
び
込
み
と
定
着
」
を
重

点
課
題
の
一
つ
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
客
の
消
費
動
向
等
を
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
観
光
客
の
多
く
が
日

帰
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
夜
間
観

光
を
テ
ー
マ
と
し
た
動
画
配
信
等
に
力

を
入
れ
、
観
光
消
費
額
の
増
加
に
繋
が

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
各
種
デ
ー
タ
の
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
デ
ー
タ
だ
け
で
は
把
握
し

づ
ら
い
県
民
の
皆
さ
ん
の
声
も
大
切
に

し
、
政
策
・
施
策
を
立
案
し
て
い
き
ま

す
。

労
働
者
の
安
全
と
良
好
な
労
働
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
※
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
知
事
に
伺
い
ま
す
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
増

加
が
社
会
問
題
と
な
る
中
、
県
は

労
働
講
座
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
事
業

者
に
相
談
体
制
の
整
備
を
呼
び
か
け
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
主
で
も
あ
る
大
分
県
庁

と
し
て
も
、
今
年
1
月
に
「
大
分
県
職

員
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
、
対
策
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　
他
方
、
消
費
者
に
対
し
て
は
、
地
域

で
開
催
す
る
出
前
講
座
で
の
呼
び
か
け

や
広
報
紙
、
S
N
S
等
に
よ
る
啓
発
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
防
止
す
る
た
め
、
事
業
主
に
対
し

雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
義
務
づ
け

る
法
改
正
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
県
と

し
て
も
、
今
後
、
法
令
の
規
定
に
基
づ

き
、
県
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

　
な
お
、
3
月
中
に
改
定
予
定
の
第
4

次
大
分
県
人
権
尊
重
施
策
基
本
方
針
で

も
、
新
た
に
「
働
く
人
の
人
権
問
題
」

の
項
目
を
設
け
、
相
談
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
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広域交通ネットワーク特別委員会 ～広域交流・観光・産業の振興～ 

経済活性化対策特別委員会
～食と観光、農林水産業のさらなる振興と人材の確保・育成～

　令和６年６月に設置された広域交通ネットワーク特
別委員会では、東九州新幹線、豊予海峡ルート、広域
道路ネットワークの整備と、これらに伴う広域での経
済交流や人的交流の促進、観光振興、産業振興などに
ついて調査研究を行っています。
　3月25日は第5回委員会を開催し、参考人として長
崎県立大学の鳥丸聡教授に出席していただきました。
　「九州を1つにする新幹線について」と題し、九州
の交通ネットワークの特徴や西九州新幹線の現況を中心に、東九州新幹線の可能性についてご講演いただき
ました。

　委員会は令和６年第４回定例会（12月）において、これま
での調査結果を報告し、県に対して「市場ニーズにマッチし
た商品開発と高付加価値化」等の提言を行いました。
　2月25日に委員会を開催し、執行部から提言に対する措置
状況の報告を受けました。これにより、経済活性化対策特別
委員会の活動は終了しました。

▲議長応接室にて議長報告(3月5日)
　左から原田副会長、嶋議長、井上会長

新たに委員会が構成されました！
常任委員会
総務企画委員会 福祉保健生活環境委員会

商工観光労働企業委員会 農林水産委員会

土木建築委員会 文教警察委員会

本会議から付託された議案や請願の審査を行うとともに、担当する部局に関する事項を調査します。

（自由民主党）
別府市

桝田　貢

委
員
長

副
委
員
長

（公明党）
大分市

澤田　友広
さわ だ 　　ともひろ

ます だ　　みつぐ

委
員
長

副
委
員
長

（日本維新の会）
大分市

三浦　由紀
 み  うら　  よしのり

（自由民主党）
日田市

中野　哲朗

委
員
長

副
委
員
長

（県民クラブ）
宇佐市

若山　雅敏
わかやま　　まさとし

なか の　　てつろう

（自由民主党）
大分市

首藤 健二郎

委
員
長

副
委
員
長

しゅとう けん じ ろう

（自由民主党）
大分市

穴見　憲昭

委
員
長

副
委
員
長

あな み　　のりあき

（自由民主党）
日田市

岡野　涼子

委
員
長

副
委
員
長

（県民クラブ）
中津市

吉村　尚久
よしむら　　なおひさ

おか の　　りょうこ

（自由民主党）
由布市

太田　正美
おお た　　まさ み

（自由民主党）
日出町

三浦　正臣
み うら　   まさおみ

（自由民主党）
宇佐市

元𠮷　俊博
もとよし　   としひろ

（県民クラブ）
佐伯市

成迫　健児
なりさこ　　けん  じ

（県民クラブ）
別府市

原田　孝司
はら だ　　たか し

（自由民主党）
中津市

今吉　次郎
いまよし　　　じ　ろう

（自由民主党）
佐伯市

御手洗 吉生
み  た  らい  よし お

（自由民主党）
別府市

嶋　幸一
しま　　こういち

（日本共産党）
別府市

猿渡　久子
えん ど　　ひさ こ

（公明党）
大分市

𠮷村　哲彦
よしむら　　あきひこ

（県民クラブ）
臼杵市

高橋　肇
たかはし 　はじめ

（県民クラブ）
大分市

福崎　智幸
ふくざき　　ともゆき

（自由民主党）
九重町・玖珠町

小川　克己
お  がわ　　かつ  み

（自由民主党）
竹田市

宮成 公一郎
みやなり  こういちろう

（自由民主党）
臼杵市

志村　学
し むら　　まなぶ

（自由民主党）
大分市

後藤 慎太郎
ご  とう  しん た  ろう　

（日本共産党）
大分市

堤　栄三
つつみ　えいぞう

（県民クラブ）
大分市

御手洗 朋宏
 み た  らい  ともひろ

（自由民主党）
豊後大野市

森　誠一
もり　　せいいち

（自由民主党）
国東市・姫島村

木付　親次
き づき　  しん じ

（自由民主党）
津久見市

古手川 正治
こ  て がわ  まさはる

（公明党）
別府市

戸高　賢史
  と だか　　けん  じ

（県民クラブ）
大分市

守永　信幸
もりなが　　のぶゆき　

（県民クラブ）
大分市

木田　昇
き    だ　    のぼる

（自由民主党）
佐伯市

清田　哲也
きよ  た　　てつ や

（自由民主党）
日田市

井上　明夫
いのうえ　　あき お

（自由民主党）
大分市

麻生　栄作
あ そう　　えいさく

（志士の会）
宇佐市

末宗　秀雄
すえむね　　ひで  お

（県民クラブ）
豊後大野市

玉田　輝義
たま  だ　　てるよし

（自由民主党）
杵築市

阿部　長夫
あ  べ　　　なが お

（自由民主党）
中津市

大友　栄二
おおとも　  えい じ

（自由民主党）
大分市

阿部　英仁
あ　べ　　えいじん

（県民クラブ）
由布市

二ノ宮 健治
 に  の みや　けん じ

（無所属の会）
豊後高田市

佐藤　之則
さ とう　　ゆきのり

　議会の政策立案機能の充実・強化を図ることを目的として、政
策検討協議会を設置しています。
　令和６年度は「人手不足の解消」などをテーマに調査・研究を
進め、「人手不足の解消に向けた政策提言案 ～誰もが活躍できる
環境づくりに向けて～」を取りまとめました。
　３月５日に政策検討協議会会長の井上明夫議員から議長へ取り
まとめの報告を行い、後日、議長から知事に提言を行いました。

◀詳細な報告書は
　二次元コードから
　ご覧いただけます

●女性、シニア世代及び若者に対する支援・外国人材の確保
●賃金引上げに向けた支援　　●ロボットやＡＩの活用促進
●副業の活用　　　　　　　　●アプリを活用した働き手の確保

お申込み方法や
過去の開催状況
は二次元コード
からご覧いただ
けます

　議員が講師として学校等
に出向き、県議会の仕組み
や議員の活動についてわか
りやすく説明します。

総合学習や公民の授業で活用してみませんか？

議員出前講座
開催校
募集中

お問合せ 議会事務局政策調査課 TEL：097-506-5036

提言の
概要

政策検討協議会
＼ 人手不足の解消に向けて提言案を取りまとめました ／
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広域交通ネットワーク特別委員会 ～広域交流・観光・産業の振興～ 

経済活性化対策特別委員会
～食と観光、農林水産業のさらなる振興と人材の確保・育成～

　令和６年６月に設置された広域交通ネットワーク特
別委員会では、東九州新幹線、豊予海峡ルート、広域
道路ネットワークの整備と、これらに伴う広域での経
済交流や人的交流の促進、観光振興、産業振興などに
ついて調査研究を行っています。
　3月25日は第5回委員会を開催し、参考人として長
崎県立大学の鳥丸聡教授に出席していただきました。
　「九州を1つにする新幹線について」と題し、九州
の交通ネットワークの特徴や西九州新幹線の現況を中心に、東九州新幹線の可能性についてご講演いただき
ました。

　委員会は令和６年第４回定例会（12月）において、これま
での調査結果を報告し、県に対して「市場ニーズにマッチし
た商品開発と高付加価値化」等の提言を行いました。
　2月25日に委員会を開催し、執行部から提言に対する措置
状況の報告を受けました。これにより、経済活性化対策特別
委員会の活動は終了しました。

▲議長応接室にて議長報告(3月5日)
　左から原田副会長、嶋議長、井上会長

新たに委員会が構成されました！
常任委員会
総務企画委員会 福祉保健生活環境委員会

商工観光労働企業委員会 農林水産委員会

土木建築委員会 文教警察委員会

本会議から付託された議案や請願の審査を行うとともに、担当する部局に関する事項を調査します。

（自由民主党）
別府市

桝田　貢

委
員
長

副
委
員
長

（公明党）
大分市

澤田　友広
さわ だ 　　ともひろ

ます だ　　みつぐ

委
員
長

副
委
員
長

（日本維新の会）
大分市

三浦　由紀
 み  うら　  よしのり

（自由民主党）
日田市

中野　哲朗

委
員
長

副
委
員
長

（県民クラブ）
宇佐市

若山　雅敏
わかやま　　まさとし

なか の　　てつろう

（自由民主党）
大分市

首藤 健二郎

委
員
長

副
委
員
長

しゅとう けん じ ろう

（自由民主党）
大分市

穴見　憲昭

委
員
長

副
委
員
長

あな み　　のりあき

（自由民主党）
日田市

岡野　涼子

委
員
長

副
委
員
長

（県民クラブ）
中津市

吉村　尚久
よしむら　　なおひさ

おか の　　りょうこ

（自由民主党）
由布市

太田　正美
おお た　　まさ み

（自由民主党）
日出町

三浦　正臣
み うら　   まさおみ

（自由民主党）
宇佐市

元𠮷　俊博
もとよし　   としひろ

（県民クラブ）
佐伯市

成迫　健児
なりさこ　　けん  じ

（県民クラブ）
別府市

原田　孝司
はら だ　　たか し

（自由民主党）
中津市

今吉　次郎
いまよし　　　じ　ろう

（自由民主党）
佐伯市

御手洗 吉生
み  た  らい  よし お

（自由民主党）
別府市

嶋　幸一
しま　　こういち

（日本共産党）
別府市

猿渡　久子
えん ど　　ひさ こ

（公明党）
大分市

𠮷村　哲彦
よしむら　　あきひこ

（県民クラブ）
臼杵市

高橋　肇
たかはし 　はじめ

（県民クラブ）
大分市

福崎　智幸
ふくざき　　ともゆき

（自由民主党）
九重町・玖珠町

小川　克己
お  がわ　　かつ  み

（自由民主党）
竹田市

宮成 公一郎
みやなり  こういちろう

（自由民主党）
臼杵市

志村　学
し むら　　まなぶ

（自由民主党）
大分市

後藤 慎太郎
ご  とう  しん た  ろう　

（日本共産党）
大分市

堤　栄三
つつみ　えいぞう

（県民クラブ）
大分市

御手洗 朋宏
 み た  らい  ともひろ

（自由民主党）
豊後大野市

森　誠一
もり　　せいいち

（自由民主党）
国東市・姫島村

木付　親次
き づき　  しん じ

（自由民主党）
津久見市

古手川 正治
こ  て がわ  まさはる

（公明党）
別府市

戸高　賢史
  と だか　　けん  じ

（県民クラブ）
大分市

守永　信幸
もりなが　　のぶゆき　

（県民クラブ）
大分市

木田　昇
き    だ　    のぼる

（自由民主党）
佐伯市

清田　哲也
きよ  た　　てつ や

（自由民主党）
日田市

井上　明夫
いのうえ　　あき お

（自由民主党）
大分市

麻生　栄作
あ そう　　えいさく

（志士の会）
宇佐市

末宗　秀雄
すえむね　　ひで  お

（県民クラブ）
豊後大野市

玉田　輝義
たま  だ　　てるよし

（自由民主党）
杵築市

阿部　長夫
あ  べ　　　なが お

（自由民主党）
中津市

大友　栄二
おおとも　  えい じ

（自由民主党）
大分市

阿部　英仁
あ　べ　　えいじん

（県民クラブ）
由布市

二ノ宮 健治
 に  の みや　けん じ

（無所属の会）
豊後高田市

佐藤　之則
さ とう　　ゆきのり

　議会の政策立案機能の充実・強化を図ることを目的として、政
策検討協議会を設置しています。
　令和６年度は「人手不足の解消」などをテーマに調査・研究を
進め、「人手不足の解消に向けた政策提言案 ～誰もが活躍できる
環境づくりに向けて～」を取りまとめました。
　３月５日に政策検討協議会会長の井上明夫議員から議長へ取り
まとめの報告を行い、後日、議長から知事に提言を行いました。

◀詳細な報告書は
　二次元コードから
　ご覧いただけます

●女性、シニア世代及び若者に対する支援・外国人材の確保
●賃金引上げに向けた支援　　●ロボットやＡＩの活用促進
●副業の活用　　　　　　　　●アプリを活用した働き手の確保

お申込み方法や
過去の開催状況
は二次元コード
からご覧いただ
けます

　議員が講師として学校等
に出向き、県議会の仕組み
や議員の活動についてわか
りやすく説明します。

総合学習や公民の授業で活用してみませんか？

議員出前講座
開催校
募集中

お問合せ 議会事務局政策調査課 TEL：097-506-5036

提言の
概要

政策検討協議会
＼ 人手不足の解消に向けて提言案を取りまとめました ／
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県
議
会
で
は
、
定
例
会
ご
と
に
政
策

勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
政
策
勉
強
会
は
、
日
本
文
理

大
学
学
長
の
橋
本
堅
次
郎
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
「
20
年
後
の
未
来
へ
向
け
て

大
分
県
の
『
知
の
総
和
』
を
考
え
る
〜

人
財
の
数
と
質
の
獲
得
に
向
け
て
〜
」

と
題
し
、
大
学
の
み
な
ら
ず
初
年
次
教

育
、
大
分
県
の
取
組
ま
で
俯
瞰
し
た
人

材
育
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大分県議会 検索

題字は、大分県立中津北高等学校３年

曽我 くららさんの作品です。

題字は、大分県立中津北高等学校３年

曽我 くららさんの作品です。
そ  がそ  が

大分県議会大分県議会
令和7年5月発行令和7年5月発行

138138NoNo

令和7年第1回定例会
「県議会タイム」リポーター　内川 なぎさ さん

議場をリニューアルしました

新しくなった議場に是非お越しください。
本会議中の傍聴受付はこちら→

…などデジタル化とユニバーサル化を推進し、誰もが利用しやすい環
境整備を図りました。

副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

第
１
０
５
代

大
分
県
議
会
副
議
長

大
友 

栄
二

お
お   

と
も
　   

え
い  

　 

じ

　
こ
の
度
、
第
1
0
5
代
大
分
県
議
会
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
中
津
市
選
出
の
大

友
栄
二
で
す
。

　
副
議
長
と
し
て
の
重
責
を
担
い
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
県
は
、
想
定
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
進

む
人
口
減
少
、
国
際
情
勢
の
不
安
定
化
、
地

球
環
境
問
題
の
深
刻
化
と
自
然
災
害
の
脅
威

な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ

ら
へ
の
対
策
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
は
県
政
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
県
政
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク

や
、
県
政
の
課
題
解
決
に
向
け
た
政
策
提
言

な
ど
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
「
議

会
」
の
役
割
は
、
よ
り
重
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
公
正
・
円
滑
な
議
会
運
営
は
も
と
よ
り
、

議
員
提
案
条
例
の
制
定
や
政
策
提
言
等
に
よ

る
政
策
立
案
能
力
の
発
揮
、
ま
た
、
議
員
が

学
校
を
訪
問
し
て
議
会
の
仕
組
み
や
活
動
を

説
明
す
る
議
員
出
前
講
座
の
実
施
等
に
よ

り
、
議
会
へ
の
関
心
・
理
解
を
高
め
る
主
権

者
教
育
を
推
進
し
て
い
け
る
よ
う
、
議
長
の

補
佐
役
と
し
て
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔編集〕大分県議会事務局  大分市大手町3丁目1-1 TEL097-506-5035（ダイヤルイン） FAX097-506-1785

表紙の題字の作者

の所属する書道部の様子をご紹介します
中津北高等学校　曽我 くらら さん

　中津北書道部は1年生8名、2年生5名、3年生8名
の21名で新年度スタートしています。新入部員が増
える気配もあり現在期待している状況です。
　今年度も学校内外のイベントでパフォーマンスを
発表したり、県内外各種大会に積極的に参加したり
と、日々研鑽に努めていきます。

《
県
議
会
今
後
の
動
き
》

令
和
７
年

第
２
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

６
月
12
日（
木
）　
開
会

　
　
18
日（
水
）〜
20
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
本
会
議（一般
質
問
）

　
　
23
日（
月
）〜
24
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会

　
　
27
日（
金
）　
閉
会

　県議会タイムは過去の放送を含めYouTubeでご覧
いただけます。
　3月30日放送分は、今号表紙を務めていただいた
内川なぎささんが議場を見学している様子も配信し
ています。是非ご覧ください！

　県議会では、議会運営に関する事項などを協議する議会運営委員会を
設置しています。
　今回、同委員会が、大規模災害時においても本
会議の円滑な運営を図るため、他自治体の事例等
を参考に、調査・研究を行い、「大分県議会大規
模災害時本会議運営マニュアル」を策定。3月27
日に御手洗吉生議会運営委員長から嶋議長へ報告
を行いました。

日時：8月8日（金）13：30～15：30
対象：県内の小学5～6年生
　　 （要保護者同伴）
内容：議長室や議場等を見学し、
　　　議員との意見交換や議場で
　　　の意見発表を体験できます。
申込：県議会HPで6月23日（月）
　　　から参加申込を受付けます。
問い合わせ
　　：議会事務局政策調査課
　　　TEL：097-506-5036

◀左から　御手洗委員長、嶋議長、志村副委員長

大型モニターの設置
自動字幕装置
傍聴席のヘッドホンジャック整備と貸出ヘッドホンの配備

1
2
3

1
2

3

そ    が

｜ト｜ピ｜ッ｜ク｜ス｜

政
策
勉
強
会

大規模災害時本会議運営マニュアルの策定

夏休みこども議会見学開催のお知らせ

お申込み方法や
過去の開催状況
は二次元コード
からご覧いただけます
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